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：

質問Ａ

ａ.売上高 1 2 3 1 2 3
　（出荷高） 増加 不変 減少 増加 不変 減少
ｂ.採算 1 2 3 1 2 3
　（経常利益ベース） 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
ｃ.仕入単価 1 2 3 1 2 3

下落 不変 上昇 下落 不変 上昇
ｄ.従業員 1 2 3 1 2 3

不足 適正 過剰 不足 適正 過剰
ｅ.業況 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
f.資金繰り 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ 業界内のトピック（記述式）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

※ ＤI値と景気の概況

特に好調 好調 まあまあ 不振

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した
今月の水準

今月の水準と比較した向
こう3ヶ月の先行き見通し

極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

全 産 業

　　　　　　　　　　＜産業別回収状況＞

26
75.0%
76.9%

回答数
79 70.5%

○ 調 査 期 間　　 ：　　平成２０年１月２１日　～　１月２５日

調査産業

ＤＩ値 ＝ １ 増加他の回答割合 － ３ 減少他の回答割合

調査対象数
112
20

　　  と 調 査 表
 ○ 調 査 方 法  

○ 調 査 対 象  　 ：　　柏市内１１２事業所及び組合にヒアリング

製　　　造
卸 ・小売
サービス

下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で「業界内のトピック」の
記述回答。

67.4%43
23

回収率

０（ゼロ）を基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がり
を意味する。

柏 の 景 気 情 報 （ 平 成 ２０ 年 １ 月 分 ）

建　　　設 15
20
29

　　　　　　　　　　　ＤＩ値は、売上、採算、業況などの項目についての判断状況を表す。

　　　　　　　　　※ ＤＩ値（景況判断指数）について

15 65.2%
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○仕入コストの上昇

○消費意欲の低下

○建築確認申請問題

全産業 建設 製造 卸･小売 サービス
８月 ▲ 31.9 ▲ 35.7 ▲ 5.5 ▲ 44.4 ▲ 38.4
９月 ▲ 20.8 ▲ 21.4 ▲ 5.8 ▲ 40.7 ±0.0

１０月 ▲ 22.5 ▲ 15.3 ▲ 5.5 ▲ 40.7 ▲ 15.3
１１月 ▲ 31.7 ▲ 23.5 ▲ 23.8 ▲ 40.7 ▲ 35.2
１２月 ▲ 27.8 ▲ 35.7 ±0.0 ▲ 40.0 ▲ 31.2

１月 ▲ 32.9 ▲ 46.6 ▲ 20.0 ▲ 34.4 ▲ 33.3
見通し ▲ 27.8 ▲ 40.0 △ 10.0 ▲ 41.3 ▲ 40.0

　見通しは今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ

【製造業】では、「建築基準法改正の影響は好転の実感」（建設・建築用金属製品製造業）、「原料等の価格高騰の影
響はあるが、業界自体はある程度好調につき、一部吸収できる」（鉄粉製造業）との明るい兆しの声の一方、「原油価
格の高騰に伴い、化学系消耗品の値上げ要求が納入会社からあった」（機械・同部品製造業）といった声も寄せられ
ている。その他、「年末の需要が一時的にあったが、これからの様子を見る」（紙製容器製造業）、「今年の原子力界
は、原子力の信頼回復が重要なテーマ。また、エネルギー需要や環境面から、原子力発電が非常に重要な年にな
る」（ロボット製造業）といったコメントも寄せられている。

【サービス業】では、「前年同月の比較では、売上増加予定。１２月の宴会と比べ、宴会の客単価上昇」（居酒屋）、
「宿泊はスポーツ団体あり。宴会・会議・展示会共に昨年並みの売上」（ホテル）との声も寄せられているが、「フリー
客が減少しているため、２月がどうなるか心配」（居酒屋）との先行き不透明の声や、「仕入単価の上昇により、一部
販売品の販売単価を上げざるを得ない状況」（獣医業）といった価格転嫁の声が寄せられている。

「建築基準法改正の影響は好転の実感」（建設・建築用金属製品製造業）との声も寄せられているが、「建築基準法
の影響で着工件数の減少」（塗料卸売業）との声や、「昇降機の建築基準法の改正の指針が２０年４月頃に国交省よ
り出されるため、新規物件の動きが鈍い。建築基準法強化の影響がまだ市況に表れていない」（設備工事業）といっ
た声が寄せられている。

「原油高騰の影響大であり、業況は依然悪化」（燃料小売業）、「灯油は１月少しダウンでも２月再値上げの通達もあ
り。仕入価格にとても敏感になっている」（燃料小売業）、「原材料高騰のため包装資材の原価が上がっている。ガソ
リンの値上げも配達業務等に多少影響が出ている」（花小売業）といった原油・原材料価格高騰による悪影響の声
や、「原材料高騰に関しては、相当な影響が出てくる。これに対応できるような更なるコストの削減努力、新しい商品
開発が急務」（食品スーパー）といった課題の声に加え、「グループ全体でＰＢ商品の開発に力を入れ、極力価格上
昇を抑える努力をしている」（コンビニエンスストア）との新商品開発のコメントが寄せられた。

【卸小売業】では、「寒さの関係で冬物コート等一掃」（学生衣料）との声も寄せられているが、「正月の初売りは、周辺
ＳＣでは好調のところもあったようですが、柏駅前の大型店は苦戦の様子。各商業施設への分散化、施設間の流動
化が強まりつつある」（百貨店）といった初売り不調の声や、｢飲食店の廃業のニュースが何件か入りました。地元商
店、飲食店は衰退・廃業の一途をたどっており、時代の流れだけで解決にしていいのか疑問｣（食料卸売業）、「一般
消費者にはそれほど落ち込みはないが、業務店用が柏駅近辺で飲食店が過剰気味のため、廃業または売上の減
少と非常に厳しい」（食肉小売業）といった地元飲食店不振による影響の声が寄せられた。また、「古紙配合率１０
０％の問題で出荷停止があり、大きな問題となっている。紙業界全体の偽装に発展しそうだ」（文房具小売業）といっ
た声や、｢そこそこのレベルの従業員、特にパートタイマー、アルバイトの確保が大変難しくなってきている。抜本的な
施策を考えないと日本経済は大変なことになる｣（書籍小売業）といった深刻な人材不足の声が寄せられている。そ
の他、「ネットスーパーがスタート。雨の日等自分のパソコンにて買い物ができ、お客様から重宝がられています」（総
合スーパー）といったネットショップ開設のコメントが寄せられた。

小売業から、「セール期間中売上昨対９９．０％と前年を下回る結果となり、低調な推移となっている」（各種商品小売
業）、「初売りは見切りに入った冬物衣料品・福袋を中心に動きがあったが、中旬に入り、前年数字を割り込んでい
る」（各種商品小売業）といった初売り不調の声や、「新学期衣料出足が悪い。財布の紐がかたく、細かくなっている」
（学生衣料）、「定率減税廃止や原油の高騰等による生産費用増加や、先行き不安による消費の停滞があり、青果物
にも厳しい状況」（青果卸売業）、「今年に入り、消費者の買い控え、本当に必要なものしか買わないといった変化が
見られる」といった先行き不安や購買意欲低下の声が多く寄せられた。

【平成２０年１月の調査結果のポイント】

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲32.9(前月水準▲27.8)となり、マイナス幅
が▲5.1ポイント拡大した。
業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、卸小売業▲34.4(同▲40.0)である。マイ
ナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、製造業▲20.0(同±0.0)、建設業▲46.6(同▲35.7)、サービス
業▲33.3(同▲31.2)であり、特に、製造業はマイナス幅が▲20.0ポイントと大幅に拡大した。

【建設業】では、「良い材料はありません」（一般工事業）との厳しい声や、「価格の値上がりで積算が難しい」（一般工
事業）、「工事原価の上昇と受注量との減少によって、業況は厳しい」（板金工事業）との原材料価格高騰の影響の声
の他、「仕事量は増加してきているが、単価が下がり続けている」（電気工事業）といった工事単価下落の声も寄せら
れている。

○

≪業況ＤＩはマイナス３０台へ再び悪化　≫
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前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 25.3 ▲ 6.3 ▲ 37.9 ▲ 20.2 ▲ 62.0 ▲ 50.6 △ 16.4 △ 17.7
建　　　設 ▲ 53.3 ▲ 40.0 ▲ 53.3 ▲ 33.3 ▲ 73.3 ▲ 46.6 △ 6.6 △ 6.6
製　　　造 ▲ 10.0 △ 35.0 ▲ 40.0 ▲ 5.0 ▲ 65.0 ▲ 45.0 △ 10.0 △ 15.0
卸 ・小売 ▲ 17.2 ▲ 6.8 ▲ 31.0 ▲ 17.2 ▲ 55.1 ▲ 51.7 △ 6.8 △ 13.7
サービス ▲ 33.3 ▲ 26.6 ▲ 33.3 ▲ 33.3 ▲ 60.0 ▲ 60.0 △ 53.3 △ 40.0

前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 32.9 ▲ 27.8 ▲ 20.2 ▲ 20.2
建　　　設 ▲ 46.6 ▲ 40.0 ▲ 26.6 ▲ 13.3
製　　　造 ▲ 20.0 △ 10.0 ▲ 15.0 ▲ 15.0
卸 ・小売 ▲ 34.4 ▲ 41.3 ▲ 10.3 ▲ 20.6
サービス ▲ 33.3 ▲ 40.0 ▲ 40.0 ▲ 33.3

【ＤＩ値集計表】

従業員

業況 資金繰り

売上高（受注・出荷） 採算 仕入単価
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平成１９年 平成２０年

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全　産　業 ▲ 31.9 ▲ 20.8 ▲ 22.5 ▲ 31.7 ▲ 27.8 ▲ 32.9 ▲ 27.8 ( ▲ 31.6 )

建　　　 設 ▲ 35.7 ▲ 21.4 ▲ 15.3 ▲ 23.5 ▲ 35.7 ▲ 46.6 ▲ 40.0 ( ▲ 42.8 )

製　　　 造 ▲ 5.5 ▲ 5.8 ▲ 5.5 ▲ 23.8 ±0.0 ▲ 20.0 △ 10.0 ( ▲ 15.7 )

卸 ・ 小売 ▲ 44.4 ▲ 40.7 ▲ 40.7 ▲ 40.7 ▲ 40.0 ▲ 34.4 ▲ 41.3 ( ▲ 36.6 )

サ ー ビ ス ▲ 38.4 ±0.0 ▲ 15.3 ▲ 35.2 ▲ 31.2 ▲ 33.3 ▲ 40.0 ( ▲ 31.2 )

○

○

先行き見通し

【平成２０年１月の業況についての状況】

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲27.8（前月水準▲31.6）とな
り、マイナス幅が△3.8ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じる見通しの業種は、製造業△10.0(同▲
15.7)であり、△25.7ポイントと大幅に改善する見通しである。マイナス幅が縮小する見通しの業種
は、建設業▲40.0(同▲42.8)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、
サービス業▲40.0(同▲31.2)、卸小売業▲41.3(同▲36.6)である。

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲32.9(前月水準▲27.8)となり、マイナ
ス幅が▲5.1ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、卸小売業▲34.4(同▲40.0)である。
マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、製造業▲20.0(同±0.0)、建設業▲46.6(同▲35.7)、
サービス業▲33.3(同▲31.2)であり、特に、製造業はマイナス幅が▲20.0ポイントと大幅に拡大し
た。

平成２０年１月業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

ＤＩ値

月別

平成２０年１月の業況ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２０年１月の業況

１月
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平成１９年 平成２０年

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全　産　業 ▲ 18.0 ▲ 11.1 ▲ 11.2 ▲ 21.9 ▲ 8.8 ▲ 25.3 ▲ 6.3 ( ▲ 22.7 )

建　　　 設 ▲ 28.5 ▲ 21.4 ▲ 38.4 ▲ 35.2 ▲ 28.5 ▲ 53.3 ▲ 40.0 ( ▲ 42.8 )

製　　　 造 ▲ 22.2 △ 17.6 ±0.0 ▲ 9.5 △ 10.5 ▲ 10.0 △ 35.0 ( ▲ 5.2 )

卸 ・ 小売 ▲ 7.4 ▲ 37.0 ▲ 11.1 ▲ 11.1 ±0.0 ▲ 17.2 ▲ 6.8 ( ▲ 23.3 )

サ ー ビ ス ▲ 23.0 △ 7.1 ±0.0 ▲ 41.1 ▲ 31.2 ▲ 33.3 ▲ 26.6 ( ▲ 25.0 )

○

○

【平成２０年１月の売上についての状況】

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲25.3(前月水準▲8.8)となり、マイナ
ス幅が▲16.5ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、プラスからマイナスに転じた業種は、製造業▲10.0(同△10.5)であ
り、▲20.5ポイントと大幅に悪化した。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、建設業▲
53.3(同▲28.5)、卸小売業▲17.2(同±0.0)、サービス業▲33.3(同▲31.2)であり、特に、建設業はマイ
ナス幅が▲24.8ポイントと大幅に拡大した。

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲6.3（前月水準▲22.7）とな
り、マイナス幅が△16.4ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じる見通しの業種は、製造業△35.0(同▲
5.2)である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲6.8(同▲23.3)、
建設業▲40.0(同▲42.8)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、サービス業▲26.6(同▲
25.0)である。

　　平成２０年１月の売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２０年１月の売上

１月

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

ＤＩ値

月別

平成２０年１月の売上ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成１９年 平成２０年

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全　産　業 ▲ 31.9 ▲ 31.9 ▲ 25.3 ▲ 28.0 ▲ 34.1 ▲ 37.9 ▲ 20.2 ( ▲ 36.7 )

建　　　 設 ▲ 42.8 ▲ 35.7 ▲ 30.7 ▲ 29.4 ▲ 64.2 ▲ 53.3 ▲ 33.3 ( ▲ 42.8 )

製　　　 造 ▲ 33.3 ▲ 35.2 ▲ 22.2 ▲ 28.5 ▲ 21.0 ▲ 40.0 ▲ 5.0 ( ▲ 26.3 )

卸 ・ 小売 ▲ 29.6 ▲ 40.7 ▲ 33.3 ▲ 25.9 ▲ 30.0 ▲ 31.0 ▲ 17.2 ( ▲ 46.6 )

サ ー ビ ス ▲ 30.7 ▲ 14.2 ▲ 7.6 ▲ 29.4 ▲ 31.2 ▲ 33.3 ▲ 33.3 ( ▲ 25.0 )

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲20.2（前月水準▲36.7）とな
り、マイナス幅が△16.5ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、卸小売
業▲17.2(同▲46.6)、製造業▲5.0(同▲26.3)、建設業▲33.3(同▲42.8)である。マイナス幅が拡大す
る見通しの業種は、サービス業▲33.3(同▲25.0)である。

○

先行き見通し

　　平成２０年１月の採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲37.9(前月水準▲34.1)となり、マイナ
ス幅が▲3.8ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、建設業▲53.3(同▲64.2)である。マ
イナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、製造業▲40.0(同▲21.0)、サービス業▲33.3(同▲
31.2)、卸小売業▲31.0(同▲30.0)である。

【平成２０年１月の採算についての状況】

○

▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２０年１月の採算

１月

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

ＤＩ値

月別

平成２０年１月の採算ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成１９年 平成２０年
８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全　産　業 ▲ 45.8 ▲ 47.2 ▲ 50.7 ▲ 60.9 ▲ 53.1 ▲ 62.0 ▲ 50.6 ( ▲ 48.1 )

建　　　 設 ▲ 64.2 ▲ 64.2 ▲ 69.2 ▲ 64.7 ▲ 71.4 ▲ 73.3 ▲ 46.6 ( ▲ 50.0 )

製　　　 造 ▲ 66.6 ▲ 64.7 ▲ 72.2 ▲ 61.9 ▲ 57.8 ▲ 65.0 ▲ 45.0 ( ▲ 47.3 )

卸 ・ 小売 ▲ 22.2 ▲ 29.6 ▲ 40.7 ▲ 55.5 ▲ 46.6 ▲ 55.1 ▲ 51.7 ( ▲ 46.6 )

サ ー ビ ス ▲ 46.1 ▲ 42.8 ▲ 23.0 ▲ 64.7 ▲ 43.7 ▲ 60.0 ▲ 60.0 ( ▲ 50.0 )

　　平成２０年１月の仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲62.0(前月水準▲53.1)となり、マイナ
ス幅が▲8.9ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲
60.0(同▲43.7)、卸小売業▲55.1(同▲46.6)、製造業▲65.0(同▲57.8)、建設業▲73.3(同▲71.4)であ
り、全業種で悪化した。

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲50.6（前月水準▲48.1）とな
り、マイナス幅が▲2.5ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設業
▲46.6(同▲50.0)、製造業▲45.0(同▲47.3)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大
きい順に、サービス業▲60.0(同▲50.0)、卸小売業▲51.7(同▲46.6)である。

○

○

先行き見通し

【平成２０年１月の仕入単価についての状況】

▲ 80.0 ▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２０年１月の仕入単価

１月

▲ 80.0

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

ＤＩ値

月別

平成２０年１月の仕入単価ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成１９年 平成２０年

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全　産　業 △ 9.7 △ 11.1 △ 12.6 △ 18.2 △ 18.9 △ 16.4 △ 17.7 ( △ 16.4 )

建　　　 設 △ 7.1 ±0.0 ±0.0 △ 11.7 △ 7.1 △ 6.6 △ 6.6 ( △ 7.1 )

製　　　 造 △ 11.1 △ 17.6 △ 27.7 △ 14.2 △ 15.7 △ 10.0 △ 15.0 ( △ 15.7 )

卸 ・ 小売 △ 3.7 ▲ 7.4 ▲ 3.7 △ 3.7 △ 3.3 △ 6.8 △ 13.7 ( ±0.0 )

サ ー ビ ス △ 15.3 △ 50.0 △ 38.4 △ 52.9 △ 62.5 △ 53.3 △ 40.0 ( △ 56.2 )

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、△17.7（前月水準△16.4）とな
り、プラス幅が△1.3ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、卸小売業△13.7(同±0.0)で
ある。プラス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービス業△40.0(同△56.2)、製造業
△15.0(同△15.7)、建設業△6.6(同△7.1)である。

　　平成２０年１月の従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△16.4(前月水準△18.9)となり、プラス
幅が▲2.5ポイント縮小した。
業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、卸小売業△6.8(同△3.3)である。プラ
ス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業△53.3(同△62.5)、製造業△10.0(同△15.7)、
建設業△6.6(同△7.1)である。

【平成２０年１月の従業員についての状況】

○

○

先行き見通し

▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0 △ 40.0 △ 50.0 △ 60.0 △ 70.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２０年１月の従業員

１月

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

△ 50.0

△ 60.0

△ 70.0

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

ＤＩ値

月別

平成２０年１月の従業員ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成１９年 平成２０年

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全　産　業 ▲ 6.9 ▲ 12.5 ▲ 11.2 ▲ 15.8 ▲ 18.9 ▲ 20.2 ▲ 20.2 ( ▲ 18.9 )

建　　　 設 ▲ 7.1 ▲ 14.2 ±0.0 ▲ 23.5 ±0.0 ▲ 26.6 ▲ 13.3 ( ±0.0 )

製　　　 造 ±0.0 ▲ 5.8 ▲ 5.5 ▲ 4.7 ▲ 21.0 ▲ 15.0 ▲ 15.0 ( ▲ 21.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 11.1 ▲ 18.5 ▲ 22.2 ▲ 11.1 ▲ 23.3 ▲ 10.3 ▲ 20.6 ( ▲ 23.3 )

サ ー ビ ス ▲ 7.6 ▲ 14.2 ▲ 7.6 ▲ 29.4 ▲ 25.0 ▲ 40.0 ▲ 33.3 ( ▲ 25.0 )

先行き見通し

平成２０年１月の資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

【平成２０年１月の資金繰りについての状況】

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲20.2(前月水準▲18.9)となり、マイナ
ス幅が▲1.3ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲
10.3(同▲23.3)、製造業▲15.0(同▲21.0)である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、
建設業▲26.0(同±0.0)、サービス業▲40.0(同▲25.0)であり、特に、建設業はマイナス幅が▲26.6ポ
イントと大幅に拡大した。

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲20.2（前月水準▲18.9）とな
り、マイナス幅が▲1.3ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業
▲15.0(同▲21.0)、卸小売業▲20.6(同▲23.3)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の
大きい順に、建設業▲13.3(同±0.0)、サービス業▲33.3(同▲25.0)である。

○

○

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

ＤＩ値

月別

平成２０年１月の資金繰りDＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２０年１月の資金繰り

１月
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【平成２０年１月の業種別業界内トピックス】
産業別 概　　　　　　　　　　　　況 キーワード 業種

良い材料はありません。 ・好材料なし 一般土木建築工事業
価格の値上がりで積算が難しい。 ・仕入上昇

・積算困難
一般土木建築工事業

工事原価の上昇と受注量との減少によって、業況は厳しい状況にありま
す。的確な打開策が必要です。

・仕入上昇
・受注減少
・厳しい業況

板金・金物工事業

仕事の方も少し悪化しております。 ・業況悪化 塗装工事業
仕事量は増加してきているが、単価が下がり続けている。 ・仕事量増加

・単価下落
電気工事業

年末の需要が一時的にあったが、これからの様子を見る。 ・年末需要 紙製容器製造業
原料等の価格高騰の影響はあるが、業界自体はある程度好調につき、一
部吸収できる。

・原材料高騰
・鉄粉業界好調

その他の鉄鋼業

建築基準法改正の影響は好転の実感。 ・建築確認申請問題 建設用・建築用金属製品製造業（製缶板金属を含む）
昇降機の建築基準法の改正の指針が２０年４月頃に国交省より出される
準備が進んでいるため、新規物件の動きが鈍いと同時に、建築基準法強
化の影響がまだ市況に表れていない。

・建築確認申請問題 その他の設備工事業

原油価格の高騰に伴い、化学系消耗品の値上げ要求が納入会社から
あった。

・原油高騰
・値上げ要求

その他の機械・同部分品製造業

今年の原子力界は、原子力の信頼回復が重要なテーマ。また、エネル
ギー需要や環境面から、原子力発電が非常に重要な年になる。

・原子力発電 その他の化学工業

飲食店の廃業のニュースが何件か入りました。柏市は市場間競争では勝
者かもしれませんが、地元商店、飲食店は衰退・廃業の一途をたどってい
ます。日本中がそのような傾向にあるとか、時代の流れだけで解決にして
いいのか疑問です。

・飲食店閉店 食料・飲料卸売業

正月の初売りは、周辺ＳＣではオープン時並みの賑わいであったところも
あるようですが、柏駅前の大型店は苦戦の様子です。昨年末のクリスマ
ス商戦もそうであったように、各商業施設への分散化、施設間の流動化
が強まりつつあるようです。

・初売り
・競争激化
・過当競争
・分散化・流動化

百貨店

イトーヨーカ堂柏店では、１月２３日（水）よりネットスーパーがスタートしま
した。雨の日等自分のパソコンにて買い物ができます。お客様から重宝が
られています。

・ネットショップ その他の各種商品小売業（従業者が常時５０人未満のもの）

原材料高騰に関しては、相当な影響が出てくると思います。これに対応で
きるような更なるコストの削減努力、新しい商品開発が急務でしょう。景気
の先行き不安から、消費も落ちていくと考えています。

・原材料高騰
・コスト削減
・新商品開発
・先行き不安
・消費意欲の低下

各種食料品小売業

現状は果実野菜とともに入荷減単価安の状況が続いています。定率減税
廃止や原油の高騰等々による生産費用に跳ね返り、先行き不安による消
費の停滞があり、青果物にも厳しい状況下にあります。卸としての使命感
達成のため産地情報経済情勢を見ながら対応する必要があります。

・入荷減少・単価安
・定率減税廃止
・原油高騰
・生産費用高騰
・先行き不透明

食料・飲料卸売業

セブン＆ホールディングスグループ全体でＰＢ商品の開発に力を入れ、極
力価格上昇を抑える努力をしている。
今年に入り、消費者の買い控え、本当に必要なものしか買わないといった
変化が見られる。

・新商品開発
・消費意欲の低下

その他の各種商品小売業（従業者が常時５０人未満のもの）

建設

製造

卸小売

10



【平成２０年１月の業種別業界内トピックス】
・柏の葉おおたかの森の大型ショッピングセンターの影響か、飲食店の閉
店が２～３軒出ている。
・寒さの関係で冬物コート等一掃（昨年３割アップ）
・新学期用品の受注は昨年並みだが、仕入原価の高騰分と売価に転嫁
できない。
・新学期衣料出足が悪い。財布の紐がかたく、細かくなっている。
・資金繰り：仕入商品のために長期在庫（販売分）をしたために資金繰り
が厳しい。

・飲食店閉店
・競争激化
・天候の影響
・冬物衣料好調
・仕入上昇
・価格転嫁
・消費意欲の低下
・資金繰り難

その他の飲食料品小売業

医院が１軒やめたために売上が減少するため。 ・売上減少 医薬品・化粧品小売業
原油高騰の影響大であり、業況は依然悪化。 ・原油高騰

・業況悪化
燃料小売業（ガソリンスタンド含まず）

１１月に先を見越したガス料金の価格対策なので今月は支払に余裕あ
り。でも来月の支払で±０円。会社によっては２月再値上げを決行すると
ころもある。当社は決断できず据え置く予定。
灯油は１月少しダウンでも２月再値上げの通達もあり。仕入価格にとても
敏感になっている。

・価格据え置き
・仕入上昇

燃料小売業（ガソリンスタンド含まず）

そこそこのレベルの従業員、特にパートタイマー、アルバイトの確保が大
変難しくなってきている。単に時給の問題だけではない。生産年齢人口減
少等をふまえた抜本的な施策を考えないと日本経済は大変なことになり
ます。早ければ５～１０年後以内には！

・人材不足 書籍・文房具小売業

原材料高騰のため包装資材の原価が上がっています。ガソリンの値上げ
も配達業務等に多少影響が出ております。

・原材料高騰
・包装資材値上げ
・ガソリン値上げ

花、植木小売業

初売りは見切りに入った冬物衣料品・福袋を中心に動きがあったが、中旬
に入り、前年数字を割り込んでいる。

・初売り
・前年割れ

その他の各種商品小売業（従業者が常時５０人未満のもの）

１／２の初売りは周辺競合激化に加え、福袋扱い個数の減少から売上・
入店客数ともに前年を大きく下回る結果となった。その後もセールの買い
控えなどもあり、低調な推移となった。
１／１０（木）から開催のＳＵＰＥＲ６ＤＡＹＳは期間中売上昨対９９．０％と前
年を下回る結果となり、セール終了後のＳＵＰＥＲ ＦＡＩＮＡＬでも大きな伸
びは見られず、低調な推移となっている。月末に掛けても大きなイベント
の予定もないことから苦戦が予想される。

・初売り
・前年割れ
・イベント不調

各種商品小売業

ＰＰＣ用紙の古紙配合率１００％（Ｒ１００）の配合率問題で出荷停止があ
り、大きな問題となっている。紙業界全体の偽装に発展しそうだ。

・古紙配合率問題 書籍・文房具小売業

食肉業界においては、一般の消費者にはそれほど落ち込みはないけれ
ど、業務店用が柏駅近辺で飲食店が過剰気味のため、廃業または売上
の減少と非常に厳しい幕開けの１月です。

・過当競争
・売上減少

食肉小売業

仕入単価：原油高に伴う改定
建築基準法：着工件数の減少
内需に依存する業種は不振。

・原油高騰
・仕入単価値上げ
・建築確認申請問題
・内需業界不振

塗料卸売業

宿泊はスポーツ団体あり。宴会は宴会・会議・展示会共に昨年並みの売
上（不変）

・宿泊不変
・宴会売上不変

ホテル

前年同月の比較では、売上増加予定。１２月の宴会と比べ、宴会の客単
価上昇があり。事由はよくわかりませんが、２月がどうなるか心配です（フ
リー客が減少しているため）。

・売上増加
・客単価上昇

酒場・ビヤホール

仕入単価の上昇により、一部販売品の販売単価を上げざるを得ない状況
です。

・仕入上昇
・値上げ

獣医業

サービス
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【平成２０年１月の多い景気キーワード】

・ 価格の値上がりで積算が難しい。 （建設業）

・ 工事原価の上昇と受注量との減少によって、業況は厳しい状況にあります。
的確な打開策が必要です。

（建設業）

・ 原料等の価格高騰の影響はあるが、業界自体はある程度好調につき、一部
吸収できる。

（製造業）

・ 原油価格の高騰に伴い、化学系消耗品の値上げ要求が納入会社からあっ
た

（製造業）

・ 原材料高騰に関しては、相当な影響が出てくると思います。これに対応でき
るような更なるコストの削減努力、新しい商品開発が急務でしょう。

（卸小売業）

・ セブン＆ホールディングスグループ全体でＰＢ商品の開発に力を入れ、極力
価格上昇を抑える努力をしている。

（卸小売業）

・ 現状は果実野菜とともに入荷減単価安の状況が続いています。定率減税廃
止や原油の高騰等々による生産費用に跳ね返り、先行き不安による消費の
停滞があり、青果物にも厳しい状況下にあります。

（卸小売業）

・ 新学期用品の受注は昨年並みだが、仕入原価の高騰分と売価に転嫁でき
な

（卸小売業）

・ 原油高騰の影響大であり、業況は依然悪化。 （卸小売業）

・ 会社によっては２月再値上げを決行するところもある。当社は決断できず据
え置く予定。
灯油は１月少しダウンでも２月再値上げの通達もあり。仕入価格にとても敏
感になっている。

（卸小売業）

・ 原材料高騰のため包装資材の原価が上がっています。ガソリンの値上げも
配達業務等に多少影響が出ております。

（卸小売業）

・ 仕入単価：原油高に伴う改定 （卸小売業）

・ 仕入単価の上昇により、一部販売品の販売単価を上げざるを得ない状況で
す。

（サービス業）

・ 景気の先行き不安から、消費も落ちていくと考えています。 （卸小売業）

・ 定率減税廃止や原油の高騰等々による生産費用に跳ね返り、先行き不安
による消費の停滞があり、青果物にも厳しい状況下にあります。

（卸小売業）

・ 今年に入り、消費者の買い控え、本当に必要なものしか買わないといった変
化が見られる。

（卸小売業）

・ 新学期衣料出足が悪い。財布の紐がかたく、細かくなっている。 （卸小売業）

・ 初売りは見切りに入った冬物衣料品・福袋を中心に動きがあったが、中旬に
入り、前年数字を割り込んでいる。

（卸小売業）

・ １／２の初売りは周辺競合激化に加え、福袋扱い個数の減少から売上・入
店客数ともに前年を大きく下回る結果となった。その後もセールの買い控え
などもあり、低調な推移となった。
１／１０（木）から開催のＳＵＰＥＲ６ＤＡＹＳは期間中売上昨対９９．０％と前年
を下回る結果となり、セール終了後のＳＵＰＥＲ ＦＡＩＮＡＬでも大きな伸びは
見られず、低調な推移となっている。月末に掛けても大きなイベントの予定も
ないことから苦戦が予想される。

（卸小売業）

・ 建築基準法改正の影響は好転の実感。 （製造業）

・ 昇降機の建築基準法の改正の指針が２０年４月頃に国交省より出される準
備が進んでいるため、新規物件の動きが鈍いと同時に、建築基準法強化の
影響がまだ市況に表れていない。

（製造業）

・ 建築基準法：着工件数の減少 （卸小売業）

◎仕入コストの上昇

◎建築確認申請問題

◎消費意欲の低下
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平成２０年１月のＣＣＩ‐ＬＯＢＯとの比較

【業況ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲32.9に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲47.9で、
マイナス幅が15.0ポイント小さい。「柏の景気」の方が全ての業種で10ポイ
ント以上良い。

【売上ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲25.3に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲39.8で、
マイナス幅が14.5ポイント小さい。「柏の景気」の方が全ての業種で良くなっ
ており、１０ポイント以上良い業種は、製造業・卸小売業。

　【従業員ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が△16.4に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲4.0で、プ
ラス幅が20.4ポイント大きい。「柏の景気」の方が全ての業種で良くなってお
り、１０ポイント以上良い業種は、建設業・製造業・サービス業。

　【資金繰りＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲20.2に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲28.5で、
マイナス幅が8.3ポイント小さい。「柏の景気」の方が１０ポイント以上良い業
種は、建設業・製造業・卸小売業。「柏の景気」の方が１０ポイント以上悪い
業種は、サービス業。

【採算ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲37.9に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲47.1で、
マイナス幅が9.2ポイント小さい。「柏の景気」の方が全ての業種で良くなっ
ており、10ポイント以上良い業種は、卸小売業・サービス業。

　【仕入単価ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲62.0に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲48.4で、
マイナス幅が13.6ポイント大きい。「柏の景気」の方が全ての業種で悪くなっ
ており、10ポイント以上悪い業種は、建設業・卸小売業・サービス業。
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特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 32.9 ▲ 46.6 ▲ 20.0 ▲ 34.4 ▲ 33.3

▲ 47.9 ▲ 58.1 ▲ 40.4 ▲ 49.2 ▲ 44.5

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 25.3 ▲ 53.3 ▲ 10.0 ▲ 17.2 ▲ 33.3

▲ 39.8 ▲ 55.7 ▲ 24.0 ▲ 43.9 ▲ 36.6

採算DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 37.9 ▲ 53.3 ▲ 40.0 ▲ 31.0 ▲ 33.3

▲ 47.1 ▲ 63.0 ▲ 43.8 ▲ 44.4 ▲ 45.3

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 62.0 ▲ 73.3 ▲ 65.0 ▲ 55.1 ▲ 60.0

▲ 48.4 ▲ 59.0 ▲ 60.7 ▲ 38.7 ▲ 46.9

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

△ 16.4 △ 6.6 △ 10.0 △ 6.8 △ 53.3

▲ 4.0 ▲ 15.9 ▲ 2.2 ±0.0 ▲ 2.2

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 20.2 ▲ 26.6 ▲ 15.0 ▲ 10.3 ▲ 40.0

▲ 28.5 ▲ 45.1 ▲ 25.1 ▲ 27.6 ▲ 23.5

　 は「柏の景気」の方が、10ポイント以上良い項目

は「柏の景気」の方が、10ポイント以上悪い項目

平成２０年１月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

景気天気図

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気

柏の景気

CCI―
LOBO

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気



 調査期間：平成２０年１月２１日～２５日 
 
調査対象：柏市内１１２事業所及び組合に 

ヒアリング、回答数７９ 

柏 の 景 気 情 報 
（１月の調査結果のポイント）

 

柏 

市 

の 

業 

況 

業
況
Ｄ
Ｉ
は
マ
イ
ナ
ス
三
〇
台
へ

再
び
悪
化 

 

業
種
別
で
は
、
前
月
水
準
と
比
べ

て
、
マ
イ
ナ
ス
幅
が
縮
小
し
た
業
種

は
、
卸
小
売
業
▲
三
四･

四(

同
▲
四

〇･
〇)
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡

大
し
た
業
種
は
、
幅
の
大
き
い
順

に
、
製
造
業
▲
二
〇･

〇(

同
±
〇･

〇)

、
建
設
業
▲
四
六･

六(

同
▲
三

五･

七)

、
サ
ー
ビ
ス
業
▲
三
三･

三

(

同
▲
三
一･

二)

で
あ
り
、
特
に
、

製
造
業
は
マ
イ
ナ
ス
幅
が
▲
二
〇･

〇
ポ
イ
ン
ト
と
大
幅
に
拡
大
し
た
。 

 【
建
設
業
】
で
は
、「
良
い
材
料
は

あ
り
ま
せ
ん
」（
一
般
工
事
業
）
と

の
厳
し
い
声
や
、「
価
格
の
値
上
が

り
で
積
算
が
難
し
い
」（
一
般
工
事

業
）、「
工
事
原
価
の
上
昇
と
受
注

量
と
の
減
少
に
よ
っ
て
、業
況
は
厳
し

い
」（
板
金
工
事
業
）
と
の
原
材
料
価

格
高
騰
の
影
響
の
声
の
他
、「
仕
事
量

は
増
加
し
て
き
て
い
る
が
、単
価
が
下

が
り
続
け
て
い
る
」（
電
気
工
事
業
）

と
い
っ
た
工
事
単
価
下
落
の
声
も
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。 

 

【
製
造
業
】
で
は
、「
建
築
基
準
法
改

正
の
影
響
は
好
転
の
実
感
」（
建
設
・

建
築
用
金
属
製
品
製
造
業
）、「
原
料

等
の
価
格
高
騰
の
影
響
は
あ
る
が
、業

界
自
体
は
あ
る
程
度
好
調
に
つ
き
、一

部
吸
収
で
き
る
」（
鉄
粉
製
造
業
）
と

の
明
る
い
兆
し
の
声
の
一
方
、「
原
油

価
格
の
高
騰
に
伴
い
、化
学
系
消
耗
品

の
値
上
げ
要
求
が
納
入
会
社
か
ら
あ

っ
た
」（
機
械
・
同
部
品
製
造
業
）
と

い
っ
た
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。そ
の

他
、「
年
末
の
需
要
が
一
時
的
に
あ
っ

た
が
、
こ
れ
か
ら
の
様
子
を
見
る
」

（
紙
製
容
器
製
造
業
）、「
今
年
の
原

子
力
界
は
、原
子
力
の
信
頼
回
復
が
重

要
な
テ
ー
マ
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

要
や
環
境
面
か
ら
、原
子
力
発
電
が
非

常
に
重
要
な
年
に
な
る
」（
ロ
ボ
ッ
ト

製
造
業
）と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
も
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。 

 

【
卸
小
売
業
】
で
は
、「
寒
さ
の
関
係

で
冬
物
コ
ー
ト
等
一
掃
」（
学
生
衣

料
）
と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

「
正
月
の
初
売
り
は
、周
辺
Ｓ
Ｃ
で
は

好
調
の
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
柏
駅
前
の
大
型
店
は
苦
戦
の
様

子
。
各
商
業
施
設
へ
の
分
散
化
、
施
設

間
の
流
動
化
が
強
ま
り
つ
つ
あ
る
」

（
百
貨
店
）と
い
っ
た
初
売
り
不
調
の

声
や
、｢

飲
食
店
の
廃
業
の
ニ
ュ
ー
ス

が
何
件
か
入
り
ま
し
た
。
地
元
商
店
、

飲
食
店
は
衰
退
・
廃
業
の
一
途
を
た
ど

っ
て
お
り
、時
代
の
流
れ
だ
け
で
解
決

に
し
て
い
い
の
か
疑
問｣

（
食
料
卸
売

業
）、「
一
般
消
費
者
に
は
そ
れ
ほ
ど

落
ち
込
み
は
な
い
が
、業
務
店
用
が
柏

駅
近
辺
で
飲
食
店
が
過
剰
気
味
の
た

め
、廃
業
ま
た
は
売
上
の
減
少
と
非
常

に
厳
し
い
」（
食
肉
小
売
業
）
と
い
っ

た
地
元
飲
食
店
不
振
に
よ
る
影
響
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、「
古
紙
配

合
率
一
〇
〇
％
の
問
題
で
出
荷
停
止

が
あ
り
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
。紙
業
界
全
体
の
偽
装
に
発
展
し
そ

う
だ
」（
文
房
具
小
売
業
）
と
い
っ
た

声
や
、｢

そ
こ
そ
こ
の
レ
ベ
ル
の
従
業

員
、
特
に
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ

イ
ト
の
確
保
が
大
変
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
。抜
本
的
な
施
策
を
考
え
な

い
と
日
本
経
済
は
大
変
な
こ
と
に
な

る｣

（
書
籍
小
売
業
）
と
い
っ
た
深
刻

な
人
材
不
足
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
他
、「
ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
が

ス
タ
ー
ト
。雨
の
日
等
自
分
の
パ
ソ
コ

ン
に
て
買
い
物
が
で
き
、お
客
様
か
ら

重
宝
が
ら
れ
て
い
ま
す
」（
総
合
ス
ー

パ
ー
）と
い
っ
た
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
開

設
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

 

【
サ
ー
ビ
ス
業
】
で
は
、「
前
年
同
月

の
比
較
で
は
、
売
上
増
加
予
定
。
十
二

月
の
宴
会
と
比
べ
、宴
会
の
客
単
価
上

昇
」（
居
酒
屋
）、「
宿
泊
は
ス
ポ
ー
ツ

団
体
あ
り
。
宴
会
・
会
議
・
展
示
会
共

に
昨
年
並
み
の
売
上
」（
ホ
テ
ル
）
と

の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、「
フ
リ

ー
客
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、二
月
が

ど
う
な
る
か
心
配
」（
居
酒
屋
）
と
の

先
行
き
不
透
明
の
声
や
、「
仕
入
単
価

の
上
昇
に
よ
り
、一
部
販
売
品
の
販
売

単
価
を
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
」

（
獣
医
業
）と
い
っ
た
価
格
転
嫁
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

 

一
月
の
景
気
キ
ー
ワ
ー
ド 

◎
仕
入
コ
ス
ト
の
上
昇 

「
原
油
高
騰
の
影
響
大
で
あ
り
、
業

況
は
依
然
悪
化
」（
燃
料
小
売
業
）、

「
灯
油
は
一
月
少
し
ダ
ウ
ン
で
も

二
月
再
値
上
げ
の
通
達
も
あ
り
。
仕

入
価
格
に
と
て
も
敏
感
に
な
っ
て

い
る
」（
燃
料
小
売
業
）、「
原
材
料

高
騰
の
た
め
包
装
資
材
の
原
価
が

上
が
っ
て
い
る
。
ガ
ソ
リ
ン
の
値
上

げ
も
配
達
業
務
等
に
多
少
影
響
が

出
て
い
る
」（
花
小
売
業
）
と
い
っ

た
原
油
・
原
材
料
価
格
高
騰
に
よ
る

悪
影
響
の
声
や
、「
原
材
料
高
騰
に

関
し
て
は
、
相
当
な
影
響
が
出
て
く

る
。
こ
れ
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
更

な
る
コ
ス
ト
の
削
減
努
力
、
新
し
い

商
品
開
発
が
急
務
」（
食
品
ス
ー
パ

ー
）
と
い
っ
た
課
題
の
声
に
加
え
、

「
グ
ル
ー
プ
全
体
で
Ｐ
Ｂ
商
品
の

開
発
に
力
を
入
れ
、
極
力
価
格
上
昇

を
抑
え
る
努
力
を
し
て
い
る
」（
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
）
と
の
新
商

品
開
発
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ

た
。 

 ◎
消
費
意
欲
の
低
下 

小
売
業
か
ら
、「
セ
ー
ル
期
間
中

売
上
昨
対
九
九･

〇
％
と
前
年
を
下

回
る
結
果
と
な
り
、
低
調
な
推
移
と

な
っ
て
い
る
」（
各
種
商
品
小
売

業
）、「
初
売
り
は
見
切
り
に
入
っ

た
冬
物
衣
料
品
・
福
袋
を
中
心
に
動

き
が
あ
っ
た
が
、
中
旬
に
入
り
、
前

年
数
字
を
割
り
込
ん
で
い
る
」（
各

種
商
品
小
売
業
）
と
い
っ
た
初
売
り

不
調
の
声
や
、「
新
学
期
衣
料
出
足

が
悪
い
。
財
布
の
紐
が
か
た
く
、
細

か
く
な
っ
て
い
る
」（
学
生
衣
料
）、

「
定
率
減
税
廃
止
や
原
油
の
高
騰

等
に
よ
る
生
産
費
用
増
加
や
、先
行
き

不
安
に
よ
る
消
費
の
停
滞
が
あ
り
、青

果
物
に
も
厳
し
い
状
況
」（
青
果
卸
売

業
）、「
今
年
に
入
り
、消
費
者
の
買
い

控
え
、本
当
に
必
要
な
も
の
し
か
買
わ

な
い
と
い
っ
た
変
化
が
見
ら
れ
る
」と

い
っ
た
先
行
き
不
安
や
購
買
意
欲
低

下
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。 

 ◎
建
築
確
認
申
請
問
題 

「
建
築
基
準
法
改
正
の
影
響
は
好
転

の
実
感
」（
建
設
・
建
築
用
金
属
製
品

製
造
業
）と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る

が
、「
建
築
基
準
法
の
影
響
で
着
工
件

数
の
減
少
」（
塗
料
卸
売
業
）
と
の
声

や
、「
昇
降
機
の
建
築
基
準
法
の
改
正

の
指
針
が
二
十
年
四
月
頃
に
国
交
省

よ
り
出
さ
れ
る
た
め
、新
規
物
件
の
動

き
が
鈍
い
。建
築
基
準
法
強
化
の
影
響

が
ま
だ
市
況
に
表
れ
て
い
な
い
」（
設

備
工
事
業
）と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。 

 

Ｃ
Ｃ
Ｉ
‐
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
と
の
比
較 

全
産
業
合
計
で
は
、「
柏
の
景
気
」

が
▲
三
二･

九
に
対
し
、｢

Ｃ
Ｃ
Ｉ-

Ｌ

Ｏ
Ｂ
Ｏ｣

が
▲
四
七･

九
で
、マ
イ
ナ
ス

幅
が
一
五･

〇
ポ
イ
ン
ト
小
さ
い
。

「
柏
の
景
気
」の
方
が
全
て
の
業
種
で

一
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
良
い
。 

柏の景気情報・産業別業況ＤＩ 

  全産業 建設 製造 卸･小売 ｻｰﾋﾞｽ 

８月 ▲ 31.9 ▲ 35.7 ▲ 5.5 ▲ 44.4 ▲ 38.4
９月 ▲ 20.8 ▲ 21.4 ▲ 5.8 ▲ 40.7 ±0.0 

１０月 ▲ 22.5 ▲ 15.3 ▲ 5.5 ▲ 40.7 ▲ 15.3
１１月 ▲ 31.7 ▲ 23.5 ▲ 23.8 ▲ 40.7 ▲ 35.2
１２月 ▲ 27.8 ▲ 35.7 ±0.0 ▲ 40.0 ▲ 31.2
１月 ▲ 32.9 ▲ 46.6 ▲ 20.0 ▲ 34.4 ▲ 33.3

見通し ▲ 27.8 ▲ 40.0 △ 10.0 ▲ 41.3 ▲ 40.0
｢見通し｣は今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ



  

 調査期間：平成２０年１月２１日～２５日 
 
調査対象：全国の407商工会議所が2578業種

     組合等にヒアリング調査を実施。 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（１月速報）

全 

国 

の 

業 

況 

業
況
・
売
上
・
採
算
と
も
に
大

き
く
悪
化
、
業
況
Ｄ
Ｉ
は
〇
三
年

六
月
以
来
の
水
準 

 

一
月
の
景
況
を
み
る
と
、全
産
業

合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
月
比
ベ

ー
ス
、
以
下
同
じ
）
は
、
前
月
水
準

（
▲
四
〇･

八
）
よ
り
マ
イ
ナ
ス
幅

が
七･
一
ポ
イ
ン
ト
と
大
幅
に
拡
大

し
て
▲
四
七･
九
と
な
り
、
五
カ
月

連
続
で
悪
化
、二
〇
〇
三
年
六
月
以

来
の
水
準
に
。 

 

産
業
別
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、す
べ
て

の
業
種
で
マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
し

た
。 

 

【
建
設
業
】
か
ら
は
、「
昨
年
に
比

べ
、
大
型
物
件
の
受
注
が
増
加
」

（
一
般
工
事
業
）と
の
声
が
あ
る
一

方
、「
原
材
料
価
格
の
高
騰
に
対

し
、
受
注
価
格
は
低
く
、
採
算
が
悪

化
」（
建
築
工
事
業
）、「
受
注
の
減

少
に
よ
り
売
上
が
悪
化
す
る
一
方
、

資
材
価
格
の
上
昇
分
を
価
格
に
転

嫁
で
き
ず
、
厳
し
い
状
況
」（
一
般

工
事
業
）と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。 

 

【
製
造
業
】
か
ら
は
、「
ア
ジ
ア
市

場
向
け
の
輸
出
は
好
調
」（
繊
維
機

械
製
造
業
）
と
の
声
が
あ
る
一
方
、

「
仕
入
価
格
の
値
上
が
り
に
対
し
、

売
上
悪
化
の
懸
念
か
ら
販
売
価
格

へ
の
転
嫁
は
難
し
い
状
況
」（
自
動

車
附
属
品
製
造
業
）、「
原
材
料
な

ど
コ
ス
ト
上
昇
の
影
響
で
、倒
産
が

増
加
」（
製
材
木
製
品
製
造
業
）
と

の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

 

【
卸
売
業
】
か
ら
は
、「
気
温
低
下

の
影
響
に
よ
り
、温
か
い
食
品
の
売

上
増
加
を
期
待
」（
農
畜
産
水
産
卸

売
業
）
と
の
声
が
あ
る
一
方
、「
原

油
・
仕
入
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
物

流
・
梱
包
資
材
の
価
格
が
上
昇
し
、

採
算
が
悪
化
」（
他
の
卸
売
業
）、

「
今
後
の
景
況
不
安
に
よ
る
消
費

者
の
買
い
控
え
の
影
響
で
、売
上
の

減
少
を
懸
念
」（
農
畜
産
水
産
物
卸

売
業
）
と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。 

 

【
小
売
業
】
か
ら
は
、「
婦
人
衣
料

は
全
体
的
に
好
調
」（
そ
の
他
の
小

売
業
）
と
の
声
が
あ
る
一
方
、「
個

人
消
費
の
低
迷
に
加
え
、競
争
の
激

化
に
よ
る
売
上
の
悪
化
を
懸
念
」

（
百
貨
店
）、「
仕
入
価
格
の
上
昇

や
売
上
の
低
迷
に
よ
り
、今
後
も
厳

し
い
業
況
が
続
く
見
込
み
」（
商
店

街
）
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 
 

【
サ
ー
ビ
ス
業
】
か
ら
は
、「
昨
年

に
比
べ
、
受
注
が
増
加
」（
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
業
）
と
の
声
が
あ
る
一
方
、

「
年
末
年
始
の
来
客
が
予
想
を
大

き
く
下
回
る
な
ど
、
厳
し
い
状
況
」

（
理
容
業
）、「
原
材
料
価
格
の
高

騰
に
対
し
、競
争
激
化
の
影
響
で
販

売
価
格
へ
の
転
嫁
が
実
行
で
き
ず
、

採
算
が
悪
化
」（
他
の
一
般
飲
食

店
）
と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

 

一
月
の
キ
ー
ワ
ー
ド 

○
更
な
る
悪
化
へ
の
懸
念 

 

各
業
種
か
ら
、業
況
の
悪
化
と
先

行
き
へ
の
懸
念
を
訴
え
る
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
建
設
、
製
造
か
ら

は
、「
受
注
件
数
の
減
少
に
加
え
、

資
材
価
格
の
値
上
が
り
に
よ
り
採

算
が
悪
化
。
今
後
は
、
さ
ら
に
厳
し

い
状
況
と
な
る
見
込
み
」（
多
治

見
・
管
工
事
業
）、「
原
材
料
や
包
装

資
材
に
加
え
、輸
送
コ
ス
ト
も
上
昇

す
る
な
ど
、今
後
も
厳
し
い
状
況
が

続
く
見
込
み
」（
新
潟
・
水
産
食
料

品
製
造
業
）と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
卸
売
、
小
売
、
サ
ー

ビ
ス
か
ら
も
、「
仕
入
価
格
の
上
昇

や
消
費
者
の
買
い
控
え
が
目
立
ち
、

昨
年
よ
り
厳
し
い
状
況
。今
後
の
更

な
る
悪
化
を
懸
念
」（
前
橋
・
衣

服
・
日
用
品
卸
売
業
）、「
昨
年
末
か

ら
の
食
料
品
の
値
上
げ
に
よ
り
、売

上
の
減
少
を
懸
念
」（
岩
見
沢
・
百

貨
店
）、「
都
市
部
か
ら
の
新
規
参

入
に
よ
り
競
争
の
激
化
が
見
込
ま

れ
、
売
上
の
悪
化
を
懸
念
」（
仙

台
・
旅
館
）
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

 

○
仕
入
コ
ス
ト
の
上
昇 

 

各
業
種
か
ら
、原
材
料
価
格
の
高

騰
に
よ
る
仕
入
コ
ス
ト
の
上
昇
を

訴
え
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。建

設
、
製
造
か
ら
は
、「
公
共
工
事
の

受
注
減
少
に
加
え
、原
油
価
格
の
高

騰
に
伴
う
原
材
料
価
格
の
値
上
が

り
が
今
後
の
懸
念
材
料
」（
赤
穂
・

一
般
工
事
業
）、「
こ
の
一
年
だ
け

で
原
材
料
価
格
の
値
上
げ
が
複
数

回
数
実
施
さ
れ
、
収
益
を
圧
迫
」

（
岐
阜
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
造
業
）

と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
卸
売
、
小
売
、
サ
ー
ビ
ス
か
ら

も
、「
仕
入
価
格
の
高
騰
に
伴
う
採

算
悪
化
の
影
響
が
大
き
く
、倒
産
や

廃
業
が
増
加
」（
士
別
・
各
種
商
品

卸
売
業
）、「
包
装
用
資
材
の
値
上

が
り
が
決
定
、今
後
は
収
益
に
影
響

が
及
ぶ
見
込
み
」（
深
谷
・
そ
の
他

の
小
売
業
）、「
資
材
価
格
や
運
送

費
の
高
騰
分
を
販
売
価
格
に
転
嫁

で
き
ず
、
採
算
が
悪
化
」（
臼
杵
・

洗
濯
業
）と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。 

 

○
消
費
意
欲
の
低
下 

 

株
価
低
迷
等
に
よ
る
今
後
の
景

況
不
安
や
、原
油
価
格
の
高
騰
に
伴

う
各
種
商
品
の
値
上
げ
に
対
す
る

不
安
感
か
ら
、消
費
者
の
購
買
意
欲

の
低
下
に
よ
る
悪
影
響
を
挙
げ
る

声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。小
売
か
ら

は
、「
原
油
価
格
の
高
騰
の
影
響

で
、
高
額
品
・
衣
料
品
の
買
い
控
え

が
顕
著
」（
盛
岡
・
百
貨
店
）、「
初

売
り
や
セ
ー
ル
の
売
上
が
前
年
を

大
幅
に
下
回
る
な
ど
、
厳
し
い
状

況
」（
柏
・
商
店
街
）、
サ
ー
ビ
ス
か

ら
は
、「
商
品
価
格
の
値
上
げ
報
道

に
伴
う
、消
費
意
欲
低
下
の
影
響
に

よ
り
、
宿
泊
客
数
が
減
少
」（
福

島
・
旅
館
）、「
正
月
の
売
上
の
悪
化

が
当
初
の
予
想
を
上
回
る
な
ど
、厳

し
い
状
況
」（
土
佐
清
水
・
食
堂
・

レ
ス
ト
ラ
ン
）と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

全国・産業別業況ＤＩの推移 
 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 

８月  32.0  44.3  23.5  48.4  31.1  27.9
９月  33.6  45.4  27.5  41.1  33.8  29.1

１０月  34.9  47.2  27.0  44.3  33.8  33.0
１１月  36.1  46.8  29.2  45.6  36.0  32.6
１２月  40.8  57.3  34.9  44.9  39.0  37.1
１月  47.9  58.1  40.4  55.6  49.2  44.5

見通し  44.3  54.3  40.7  44.1  46.2  39.7
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 


